
 

  

 

 

 

 

宝木っ子プロジェクト！ 

『突然の雨にあい，軒下で雨宿りをしていた時のことです。「大丈夫ですか？傘持っていますか？」2～

3年生くらいでしょか，2人の子が声をかけてくれました。まだまだランドセルが大きく感じ，雨の中の下

校は大変なはずなのに，赤ちゃんを抱っこして雨宿りをしている私をふびんに思ったのか，とても優しく声

をかけてくれたので，とてもうれしくて・・・』少し前に，わざわざこのような電話をかけてくださった方

がいました。日頃から「地域の方々に感謝の気持ちをもって，かわいがってもらえる宝木っ子になりましょ

う」と声をかけているので，とてもうれしくなり，子供たちに紹介しました。そして加えて，“本校自慢の

「宝木っ子プロジェクト」への取り組みを加速しよう”と話しました。“あたりまえ”のことをしっかり身

につけることは，一生，自分の財産になります。「1年生の時に教えていただいたことをしっかり守り続け

ることができれば，いく

つになっても，たいてい

褒めてもらえる」ある先

輩の口癖です。わたしも

ことあるごとに使わせて

もらっています。宝木っ

子プロジェクトで，“あ

たりまえ”を習慣にして

ほしいと思います。 

 

＜電話対応時間の変更について＞ 

宝木小学校では，現在１８：００以降を自動音声対応としていますが，12月より，

１７：３０からの対応に変更させていただきます（退勤時刻は１６：４０なので，これ

まで同様，行事等により早まる場合がございます）。9月 25日には宇都宮市長，宇都

宮市教育長より「学校における働き方改革へのご理解・ご協力をお願いします」という

メッセージが発出されました。宝木地域の皆様，PTAの皆様におかれましては，会議

時刻の調整や削減等，すでに多大なるご協力をいただいているところでございますが，今後も，子供たちと

しっかり向き合う時間を確保し，教育活動の質の向上が図れますよう，業務の改善と働き方改革を工夫して

まいりますので，ご理解のほど，よろしくお願いいたします。 

 

＜栃木県警表彰！スクールガード！＞ 

宝木小ではスクールガードの皆さんが，児童の登下校の見

守りや，学校周辺の防犯活動に尽力してくださっています。

自主ボランティアとして，スクールガードの制度がスタート

する前から，20年以上にわたり活動してくださっている方も

おられます。駒生陸橋や山崎街道，西中丸周辺地域など，交

通量が多い場所もあり，子供たちの安全確保には欠かせない

存在です。この機会に是非，地域のボランティアの方々に感

謝の意を伝えていただければと思います。 

                                                     

                                                                                     
 

 

 

http:/www.ueis.ed.jp/school/takaragi/   （発行者 室田 和宏） 

                         

   

 

 

                               

宝木小学校だより 第１５号 

令和６年１１月１２日発行 


